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１．八代市の景観まちづくりに向けて 

 

（１）景観形成の基本目標・基本方針 

本市では、市のシンボルである球磨川の流れに沿って開けた八代平野や山間部・河川沿いの集落を

中心に、古くから人々が暮らしや生業を営み、地域固有の景観を育んできました。 

これらの景観は、歴史や文化、風土など、時間
と き

の流れに育まれた地域の物語（ストーリー）が、現

代の暮らしの風景として形づくられてきたものであり、地域の誇りや魅力となるものです。 

私たちは、先人達が大切に育んできた「郷土やつしろ」の景観を「市民共有の財産」として受け継

ぎ、未来へ繋いでいく義務があります。 

そのため、これらの景観を大切に守り、育み、今後、新しいものをつくるときは、地域固有の景観

や風土との調和に配慮することで、地域に寄り添う暮らし方を実践していきます。 

「景観を育むことは、人の心を育むこと。」 

このような考えで、人と風景がともに輝きながら、住む人にとっても訪れる人にとっても心地よく、

誰もが誇れるまちにしていくため、以下のとおり景観まちづくりの基本目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針 

基本目標 

球磨川と時間
と き

の流れに育まれた 
⼈と風景がともに輝くまち“やつしろ” 

豊かな自然や歴史文化遺産、街並みなどの景観資源
を守り、育んでいきます。 

１ 
 

景観資源の保全・育成

新しい“八代ブランド”となる 
景観づくり ２ 景観資源をアピール・活用していくための 

ブランド化に向けた戦略的施策を実施します。 

“八代市⺠が主体”の景観まちづくり ３ 身の回りから始める花植えや清掃など、市⺠が主体
の景観まちづくりを進めます。 

“八代らしさ”を醸
かも

し出す 
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２．良好な景観形成に向けた仕組み 

 

景観法に基づく景観計画区域（景観計画を適用する区域）は、八代市全域です。 

市全域を対象とした緩やかな基準による景観誘導を基本とし、特定の区域（特定施設届出地区、景

観重点地区）については、より詳細な基準を設けています。 

景観計画区域内において、一定規模以上の建築物の建築、工作物の建設などを行おうとする市民や

事業者は、景観法及び八代市景観条例に基づき、その行為の前に景観行政団体の長（八代市長）へ届

出を行う必要があり、景観形成基準に適合した行為であることの確認が求められることになります。 

 

■地区区分と届出対象行為の概要 

区域 地区区分 届出対象行為 

市全域 一般地区 
一定規模以上の建築物の建築や工作物の建設等 

（大規模行為） 

特定の区域 

特定施設届出地区 

指定した幹線道路沿道における一定規模以上の特定施

設（物販店、飲食店等）に係る建築物の建築や工作物の

建設等 

景観重点地区 

※現在、指定されていません 

特定の地区内における建築物の建築や工作物の建設等 

（原則、全ての行為） 

 

 

  

▲景観計画区域（市全域） 
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３．行為の届出に係る手続きの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 建築物等の計画について、景観形成基準に照らして、協議を行います。 

＊２ 景観法に基づき、次のとおり罰則を適用します。 

○30万円以下の罰金…届出をしない場合、虚偽の届出をした場合、行為の着手制限期日を守ら

ず着手した場合等 

○50万円以下の罰金…変更命令に従わない場合等 

○１年以下の懲役又は50万円以下の罰金…原状回復命令に従わない場合 

  

届出者 

届 出 

景観アドバイザー 

の助言等 

※必要に応じ

事前協議（＊１） 

不適合 

景観アドバイザーの助言

または 

景観審議会への意見聴取 

※必要に応じ

景観審議会への 

意見聴取 

審 査 

勧告 

適 合 

行
為
の
着
手
の 

日
以
上
前 

届
出
の
30
日
以
上
前 

罰則（＊２） 

適 合

行為の着手 

変更 変更 

変更命令 

その他法令で必要な 

手続き 

30 30 
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■事前協議と審査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜事前協議はなぜ必要なの？＞ 
○届出の趣旨や方法、景観形成基準（色彩基準等）を事前に確認し、届出の手続きが円滑に

できるよう支援する制度です。 

○計画の早い段階で協議を行うことにより、良好な景観形成について理解を深め、景観形成

基準に適合した設計を手戻りなく円滑に進めることを目的としています。 

 

＜審査はどのように行われるの？＞ 
○届出の内容が、八代市景観計画における景観形成基準に適合しているか否かを審査し、適

合していない場合は、再協議や設計の変更をお願いすることがあります。 

○適否の判断が困難な行為や不適合で変更命令が必要と思われる行為など、必要に応じて、

景観審議会への意見聴取を行います。 

  

 

【景観審議会】 

 

● 構成メンバー 

 学識経験者、関係行政機関の職員その他市長が適当と認める者 

 

● 審査の視点 

 立地状況を踏まえ、当該行為が周辺景観にどの程度影響を与えるか。 

 緑化や既存樹木の保全等により周囲のまちなみや自然環境と調和するような配

慮がなされているか。 

 地域の景観形成に寄与しているか。 

（例） 

・地域で長く親しまれてきた形態・意匠・色彩となっている。 

・先進的な技術やデザイン等により、地域のシンボル（ランドマーク）となる 

ことが期待される。 

 地域の景観形成上、支障がないか。 

（例） 

・主要な視点場等から眺めた際に、周囲の景観資源を阻害しない高さとなって 

いる。 

・公共の場から見えない箇所の行為で、将来的にも望見される可能性が低い。 

 公共あるいは公共性が高く、機能上、景観形成基準の適用が困難であるか。 

 

 

＜不適合と判断された場合は？＞ 
○不適合と判断された場合は「勧告」を行います。 

○建築物・工作物の形態意匠において不適合と判断された行為のうち、著しく景観を阻害す

る行為については、「変更命令」が行われ、「変更命令」に従わない場合は、罰則が適用さ

れます。 
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４．一般地区（市全域）における行為の制限 

 

（１）対象区域の範囲 

市全域（地先の公有水面を含み、景観重点地区を除く。）を対象区域とします。 

 

（２）届出対象行為 

一般地区（市全域）における届出対象行為は、以下のとおりとします。 

なお、届出対象行為に含まれない全ての景観形成に係わる行為についても、届出の必要はありませ

んが、建築行為等を行う際は、景観形成基準に適合するよう配慮するものとします。 

 

■一般地区（市全域）の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

建築物の 

建築等※３ 

建築物の新築、増築、

改築、移転及び撤去又

は外観を変更するこ

ととなる修繕、模様替

え若しくは色彩の変

更（法第16条第1項第

1号） 

●高さが13ｍを超えるもの  

又は 

●建築面積が1,000㎡を超えるもの 

工作物の 

建設等 

工 作 物 の 新

設、増築、改

築、移転及び

撤 去 又 は 外

観 を 変 更 す

る こ と と な

る修繕、模様

替 え 若 し く

は 色 彩 の 変

更（法第16条

第1項第2号） 

柵・塀 

●高さが2ｍを超え、かつ、長さが50ｍを超えるもの 

その他

の工作

物※４ 

●高さが13ｍ（電気供給又は有線電気通信のための電線路又

は空中線の支持物にあっては20ｍ）を超えるもの 

又は 

●工作物の敷地面積が1,000㎡を超えるもの 

※ 熊本県屋外広告物条例に基づく許可を受けるものを除く 

  



6 

■一般地区（市全域）の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

土地の区画 

形質の変更 

土地の開墾及び水面

の埋め立て又は干拓

を含む土地の区画形

質の変更（法第16条第

１項第3号及び第4号） 

●変更に係る土地の面積が3,000㎡を超えるもの 

又は 

●高さが5ｍを超え、かつ、長さが10ｍを超える法面若しくは

擁壁が生じるもの 

地形の外観の変更を伴う土石の採

取又は鉱物の掘採（法第16条第1項

第4号） 

●地形の外観の変更に係る土地の面積が3,000㎡を超えるも

の 

又は 

●高さが5ｍを超え、かつ、長さが10ｍを超える法面若しくは

擁壁が生じるもの 
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■一般地区（市全域）の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

木竹の伐採（法第16条第1項第4号） 

●伐採面積が3,000㎡を超えるもの 

※ 森林保護のための行為（間伐等）は除く 

屋外における土石、廃棄物、再生資

源、その他の物件の堆積 

（法第16条第1項第4号） 

●高さが2ｍを超え、かつ、行為に係る部分の面積が500㎡を

超え、かつ、堆積の期間が90日を超えるもの 

 

※１ 通常の管理行為、軽易な行為、非常災害のため必要な応急措置として行う行為など、景観法第

16条第7項及び八代市景観条例第9条に規定する行為については、適用除外とする。 

※２ 増築等により新たに当該規模を超える場合を含む。工作物が建築物と一体となって設置される

場合は、当該建築物の高さとの合計の高さとする。 

※３ 建築基準法第2条第1号に規定する建築物とする。（工事に係る仮設のものを除く。） 

※４ 八代市景観条例施行規則第3条第2号から第12号に掲げる工作物とする。 

  例：記念塔、電波塔、物見塔、煙突、高架水槽、鉄筋コンクリート造りの柱、金属製の柱又

は合成樹脂製の柱、電気供給又は有線電気通信のための電線路又は空中線の支持物、観覧

車・飛行塔・コースター・ウォーターシュート・メリーゴーラウンド等の遊戯施設、アス

ファルトプラント・コンクリートプラント・クラッシャープラント等の製造施設、石油・

ガス・液化石油ガス・穀物・飼料等を貯蔵又は処理する施設、自動車車庫の用途に供する

立体的な収納施設、汚物処理施設・ごみ処理施設等の処理施設、広告塔又は広告板 
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■用語の解説 

用 語 定 義 

建築物 

建築基準法第２条第１号に規定する建築物のこと。 

土地に定着する工作物のうち、屋根や柱、壁を有するもの、これに附属す

る門や塀、地下や高架の工作物内に設ける事務所、店舗等をいい、建築設

備（*）を含む。 

＊建築設備：建築物に設ける電気、ガス、給水、排水、換気、暖房、冷房、消

火、排煙、汚物処理の設備や煙突、昇降機、避雷針のこと。 

工作物 

八代市景観条例施行規則第3条第1号から第12号に掲げる工作物とする。 

例：柵、塀、擁壁、記念塔、電波塔、物見塔、煙突、高架水槽、鉄筋コンクリ

ート造の柱、金属製の柱、合成樹脂製の柱、電気供給又は有線電気通信のた

めの電線路又は空中線の支持物、観覧車・飛行塔・コースター・ウォーター

シュート・メリーゴーラウンド等の遊戯施設、アスファルトプラント・コン

クリートプラント・クラッシャープラント等の製造施設、石油・ガス・液化

石油ガス・穀物・飼料等を貯蔵又は処理する施設、自動車車庫の用途に供す

る立体的な収納施設、汚物処理施設・ごみ処理施設等の処理施設、広告塔、

広告板 

建築面積 

建築基準法施行令第２条第1項第２号に規定する建築面積のこと。 

建築物の外壁またはこれに代わる柱の中心線で囲まれた部分の水平投影

面積をいう。 

新築 建築物のない敷地（更地）に建築物や工作物を造ること。 

増築 
同一敷地内にある既存の建築物（工作物）の延床面積または高さを増加さ

せること。 

改築 

建築物（工作物）の全部または一部を除却し、またはこれらの部分が災害

等によって滅失した後、引き続いて、これと用途、規模、構造の著しく異

ならないものを造ること。著しく異なる場合は、新築または増築扱いとな

る。 

移転 
建築物（工作物）を同一敷地内の別の位置に移すこと。他の敷地へ移す場

合は、新築または増築扱いとなる。 

修繕 
既存の建築物（工作物）の部分に対して、おおむね同様の形状、寸法、材

料により行われる工事のこと。 

模様替え 
既存の建築物（工作物）の部分に対して、おおむね同様の形状、寸法によ

るが、材料、構造種別等が異なるような工事のこと。 
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■工作物の例 

 

 

■高さの基本的な考え方 

●  地盤面から建築物又は工作物の上端までの高さとします。 

●  建築物と工作物が一体となって設置される場合は、建築物と工作物の合計の高さとしま

す。 

●  地盤面に高低差がある場合は、平均地盤面からの高さとします。 

●  建築物本体に附属する設備類（避雷針、テレビアンテナ等）の高さは、軽微なものとして対

象から除きます。 
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（３）景観形成基準 

建築物や工作物等の位置、高さ、形態、意匠（デザイン）、色彩、外構、緑化など、行為の内容につ

いて、望まれるあり方や守るべきこと、配慮すべきことを定めています。また、色彩については、マ

ンセル値による定量的な基準を定めています。 

 

■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

位置・高さ 

●山並みや景観資源への眺望を損なわないように壁面線の後退

や高さを抑えることに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

●壁面線や高さを揃えることで街並みの魅力向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外観 
形態 

意匠 

●周辺の景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態・

意匠とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●外壁、屋上等に設ける設備は、露出しないように努め、建築物

本体及び周辺の景観との調和に配慮する。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

外観 
形態 

意匠 

●附帯する広告物は、極力小さく、箇所数は少なくし、周辺の景

観との調和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大規模な建築物の外壁は、形態の工夫や目地による分節化等に

より、周辺に圧迫感を与えないように配慮する。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

外観 
色彩 

材料 

●歴史的風土や周辺の景観と調和した色彩・材料とし、下表の色

彩基準（マンセル値）に基づくものとする。 
 
【外壁の色彩基準】※30、31ページのマンセル表色系を参照 

 まちなか景観ゾーン※１ その他の景観ゾーン※２ 

色相 明度 彩度 色相 明度 彩度 

基調色 

５Ｒ～ 

１０ＹＲ 
－ ６以下 

５Ｒ～ 

１０ＹＲ 
－ ４以下 

Ｙ － ４以下 Ｙ － ３以下 

上記以外 － ２以下 上記以外 － １以下 

アクセ

ント色 
全色相 － － 全色相 － ６以下 

※１「都市計画用途地域内」とする。 

※２「都市計画用途地域外」並びに「都市計画区域外」とす

る。但し、幹線道路沿道など、まちなか景観ゾーンと同等と

認められる場合は、まちなか景観ゾーンの基準を適用でき

る。 

 

●落ち着いた色彩を基調とし、無彩色、ＹＲ・Ｙの高明度低彩度

色を推奨する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡 例 
：まちなか景観
ゾーン、特定

施設届出地区 
：その他の景観
ゾーン 

：アクセント色 
（その他の景
観ゾーン） 

5YR

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5Y

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

外観 
色彩 

材料 

●使用する色彩の数は出来る限り少なくするとともに、対比効果

（コントラスト）の大きい色彩の組合せは避けるように努める。 

 

 

 

 

 

 

 

●アクセント色は、中低層部に、限定的に使用するよう努める。 

 

 

 

 

 

 

※ 着色していない自然石・木材・レンガ・土壁・コンクリー

ト（顔料を配合する等の処理を施し、低明度となるよう配慮

すること）・ガラス等の材料本来が持つ色彩によって仕上げ

られている部分は、この限りでない。 
 
※ 都市計画法に基づく商業地域、近隣商業地域、準工業地域

においては、建築行為等の規模や周辺への影響に応じて、景

観審議会や景観アドバイザーから意見を聴いたうえで、支障

がないと認められた場合に限り、色彩基準を適用しないこと

ができる。 

 

 

【屋根の色彩基準】 

●屋根は、周辺の景観と調和した色彩とし、無彩色又は低明度低

彩度色を推奨する。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

外構・敷地の緑化 

●敷地内のオープンスペースの確保に努めるとともに、樹木や草

花等により極力緑化に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●既存の樹木がある場合には、修景に生かすよう配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●建築設備は、道路から目立つ場所には極力設置せず、やむを得

ず設置する場合は、道路から見えないように覆い等で隠すか建

物本体の色彩基準に基づき修景する。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

建
築
物
の
建
築
等 

外構・敷地の緑化 

●日よけテントを設置する場合は、まちなみや建築物本体と調和

するように色彩やデザインに配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

●塀などを設ける場合は、自然素材を用いるなどにより、周辺景

観との調和やまちなみの連続性に配慮するとともに、景観の向

上に資するように努める。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

工
作
物
の
建
設
等 

柵
・
塀 

位置 

高さ 

●山並みや景観資源への眺望を損なわないように壁面線の後退

や高さを抑えることに努める。 

●周囲の柵・塀との調和や連続性に配慮することで街並みの魅力

向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

形態 

意匠 

●周辺の景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態・

意匠とする。 

●長大な壁面は、形態の工夫等により、周辺に圧迫感を与えない

ように配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

色彩 

材料 

●色彩は、出来る限り無彩色又は低彩度色を使用し、周辺の景観

との調和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

●材料は、出来る限り自然素材を用いるなど、周辺の景観との調

和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自然素材を使った生垣の例 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

工
作
物
の
建
設
等 

柵
・
塀 

緑化 

●柵及び塀の周囲については、極力緑化に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
の
他
の
工
作
物 

位置 

高さ 

※ 建築物の景観形成基準に準ずる。 

形態 

意匠 

※ 建築物の景観形成基準に準ずる。 

色彩 

材料 

※ 建築物の景観形成基準に準ずる。 

外構・敷

地の緑化 

※ 建築物の景観形成基準に準ずる。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更 

土地の形状及び緑化 

●区画形質の変更の方法については、周辺の景観との調和に配慮

するとともに、緑化に努める。 

●形状を変更する土地の範囲は、必要最小限とする。ただし、用

水貯水池の補修などは除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

法面又は擁壁の外観

及び緑化 

●法面・擁壁は、出来る限り生じないよう努める。 

●やむを得ず発生した法面・擁壁は、規模・形態・意匠・色彩な

どが周辺の景観と調和するよう配慮し、出来る限り緑化等によ

る修景に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

土
石
の
採
取
又
は
鉱
物
の
掘
採 

遮へい及び緑化 

●敷地内及び敷地周囲の緑化に努め、周囲の道路等からの遮へい

に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

法面又は擁壁の外観

及び緑化 

●掘採後の法面等の事後処理については、周辺の景観との調和に

配慮し、緑化に努める。 

●採掘終了後、緑化しやすいよう、計画的な採掘を行うことに努

める。 
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■一般地区（市全域）の景観形成基準 

行 為 事 項 景観形成基準 

木竹の伐採 

●伐採は、可能な限り小規模にとどめ、良好な景観が維持できる

よう努める。ただし、森林保全や竹林の対策などで必要な範囲

はこの限りでない。 

●伐採後は、植栽などによる修景に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外における土石、廃棄物、再

生資源、その他の物件の堆積 

●堆積物は、敷地境界から出来る限り後退させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●道路や公共の場から見える部分については、植栽や塀などによ

る遮へいや堆積物の高さを抑えるなど、周囲からの見え方に配

慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以下のような場合については、景観審議会や景観アドバイザーから意見を聴いたうえで、景観形

成基準を適用しないことができる。 

 寺社や歴史的建造物など、地域のランドマークとしての役割を果たしているもの。 

 公共あるいは公共性が高く、機能上、景観形成基準の適用が困難であるもの。 
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５．特定施設届出地区における行為の制限 

 

幹線道路沿いでは経済活動が活発に行われるため、派手な形や色彩の建築物や工作物、広告物が建

設されやすい傾向にあります。これにより、良好な眺望や自然豊かな景観、落ち着いた雰囲気が失わ

れてしまう恐れがあります。 

そこで、派手な形や色彩になりやすい特定の建築物等について、届出制度を設け、市と協議を行

うことにより、景観への好ましくない影響を未然に防ぎ、良好な景観形成を図ります。 

 

 

（１）対象区域の範囲 

下表の路線の道路端から両側 20ｍ以内の区域（景観重点地区を除く。）とします。 

 

■特定施設届出地区の位置（指定路線） 

番号 路線名 始点 終点 区域の範囲 

① 国道３号 八代市と氷川町との
境界 

赤松隧道八代市側坑
口 

路端から 
両側２０m以内 

② 国道２１９号 国道３号との交点 球磨川遥拝堰との交
点 

路端から 
両側２０m以内 

③ 県道八代港線 国道３号との交点 大島橋との交点 路端から 
両側２０m以内 

④ 県道西片新八代停車場線 県道八代港線との交
点 

市道新八代駅前線と
の交点 

路端から 
両側２０m以内 

⑤ 県道新八代停車場線 県道西片新八代停車
場線との交点 

八代市上日置町４２
５３番地先 

路端から 
両側２０m以内 

⑥ 市道新八代駅前線 県道西片新八代停車
場線との交点 

県道新八代停車場線
との交点 

路端から 
両側２０m以内 

⑦ 市道竜西東西１５号線 市道竜西南北２０号
線との交点 

市道新八代駅前線と
の交点 

路端から 
両側２０m以内 

⑧ 市道竜西南北２０号線 市道竜西幹１号線と
の交点 

八代市長田町３５４
５番地先 

路線から 
両側２０ｍ以内 

⑨ 市道竜西東西１８号線 市道竜西南北２０号
線との交点 

市道竜西南北２９号
線との交点 

路線から 
両側２０ｍ以内 

⑩ 市道竜西南北２９号線 県道西片新八代停車
場線との交点 

市道竜西東西１８号
線との交点 

路線から 
両側２０ｍ以内 

⑪ 市道竜西幹１号線 県道西片新八代停車
場線との交点 

市道竜西南北２０号
線との交点 

路線から 
両側２０ｍ以内 
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■指定路線の位置図（全体図） 

■指定路線の位置図（新八代駅周辺拡大図） 
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（２）届出対象行為 

特定施設及び同一敷地内でこれに附帯する施設で、その敷地の全部又は一部が特定施設届出地区に

係るもので、以下の特定施設及び届出対象行為に該当する行為は、届出の対象となります。 

なお、特定施設届出地区は、一般地区（全市域）に重ねて指定することから、特定施設以外の全て

の行為については、一般地区の届出対象行為及び景観形成基準が適用されます。 

 

■届出が必要な特定施設の一覧 

用 途 例 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する

法律第 2 条第 1 項第 4 号及び第 5 号並びに同条

第 6 項第 4 号に規定する営業を行うための施設 

パチンコ屋、マージャン屋、ゲームセンター、ラ

ブホテル 等 

危険物の規制に関する政令第 3 条第 1 号に規定す

る給油取扱所（専ら自家用に供するものを除く） 

ガソリンスタンド 等 

飲食店業を営むための施設 レストラン、喫茶店 等 

物品販売業を営むための施設（販売のための物品

の陳列又は展示を行わないものを除く） 

スーパーマーケット、専門店 等 

物品貸付業を営むための施設（貸付けのための物

品の陳列又は展示を行わないものを除く） 

レンタルビデオ店、貸自動車業 等 

旅館業法第 2 条第 2 項又は第 3 項に規定する営

業を行うための施設 

ホテル、旅館 等 

広告塔、広告板、屋上広告  

その他 カラオケボックス、コインパーキング 

 

■特定施設届出地区の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

建築物の

建築等※３ 

新築、増築、改築、移転若しくは撤

去 
●当該行為に係る部分の床面積の合計が10㎡を

超えるもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替え又は色彩の変更 
●当該行為に係る部分の面積の合計が10㎡を超

えるもの 

 



23 

■特定施設届出地区の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

工作物の

建設等※４ 

新設、増

築、改築、

移転及び撤

去又は外観

を変更する

こととなる

修繕、模様

替え若しく

は色彩の変

更 

柵及び塀、擁壁等 ●高さが1.5ｍを超えるもの 

記念塔、電波塔、物見

塔、煙突、高架水槽、

鉄筋コンクリート造り

の柱、金属製の柱又は

合成樹脂製の柱 等 

●高さが5ｍを超えるもの 

電気供給又は有線電気

通信のための電線路又

は空中線の支持物 

●高さが10ｍを超えるもの 

遊戯施設、製造施設、

貯蔵施設、処理施設、

収納施設 等 

●高さが5ｍを超えるもの 

又は 

●築造面積が10㎡を超えるもの 

広告塔又は広告板※５ ●表示面積が1㎡を超えるもの 
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■特定施設届出地区の届出対象行為 

行為の種類※１ 行為の規模※２ 

広告物の設置又は外観の変更※５ 

●はり紙、はり札、立看板、のぼり、ぼんぼり、

広告網、アドバルーン及びこれらに類するもの

で、90日を超えて継続して掲出又は表示される

もの 

又は 

●表示面積が1㎡を超えるもの 

 

※１ 通常の管理行為、非常災害のため必要な応急措置として行う行為など、景観法第16条第7項及

び八代市景観条例第9条に規定する行為については、適用除外とする。 

※２ 増築等により新たに当該規模を超える場合を含む。工作物が建築物と一体となって設置される

場合は、当該建築物の高さとの合計の高さとする。 

※３ 建築基準法第2条第1号に規定する建築物とする。（工事に係る仮設のものを除く。） 

※４ 八代市景観条例施行規則第3条第1号から第12号に掲げる工作物とする。 

※５ 熊本県屋外広告物条例に基づく許可を受けるものを除く。 
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（３）景観形成基準 

特定施設届出地区における景観形成基準は、以下のとおりとします。 

 

■特定施設届出地区の景観形成基準 

事項 景観形成基準 

外
観 

位
置 

●建築物・工作物等については、駐車場を道路側に配置する等、出来るだけ道路から後退

した位置とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●隣接する施設相互において、沿道から見て連担性の保てる位置とする。 

●交差点等、角地に立地する施設は、両方の道路から後退した位置とする。 

●広告塔・広告板については、建築物と調和が保てる位置であると同時に、沿道において

統一性の図れる位置とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●柵、塀が必要な場合は、生垣にするか、前面に緑化するスペースが確保できる位置とす

る。 

●道路に面した擁壁についても、前面に緑化するスペースが確保できる位置とする。 
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■特定施設届出地区の景観形成基準 

事項 景観形成基準 

外
観 

形
態
・
意
匠 

●建築物・工作物等は、その形状が整然として、しかも周辺と違和感のないものとする。 

●外壁・屋上等に設ける設備は、露出しないように努め、本体及び周辺の景観との調和に

配慮する。 

●電飾を含め、壁面の意匠は、それ自体乱雑とならず、周辺との調和を乱さないものとす

る。 

●広告物については、出来るだけ設置箇所数を少なくし、また表示面積を小さくするとと

もに、その沿道で統一性のとれたものに努める。 
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■特定施設届出地区の景観形成基準 

事項 景観形成基準 

外
観 

色
彩
・
材
料 

●歴史的風土や周辺の景観と調和した色彩・材料とし、下表の色彩基準（マンセル値）に

基づくものとする。 

 
【色彩基準】※30ページ、31ページのマンセル表色系を参照 

 色相 明度 彩度 

基調色 

５Ｒ～１０ＹＲ － ６以下 

Ｙ － ４以下 

上記以外 － ２以下 

アクセント色 全色相 － － 

 

●落ち着いた色彩を基調とし、無彩色、ＹＲ・Ｙの高明度低彩度色を推奨する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●使用する色彩の数は出来る限り少なくするとともに、対比効果（コントラスト）の大き

い色彩の組合せは避けるように努める。 

●アクセント色は、中低層部に、限定的に使用するよう努める。 

●特に屋根面には、出来る限り無彩色又は低明度低彩度色を使用し、周辺の景観と調和し

たものとする。 
 

※ 着色していない自然石・木材・レンガ・土壁・コンクリート（顔料を配合する等の処

理を施し、低明度となるよう配慮すること）・ガラス等の材料本来が持つ色彩によっ

て仕上げられている部分は、この限りでない。 

※ 都市計画法に基づく商業地域、近隣商業地域、準工業地域においては、建築行為等の

規模や周辺への影響に応じて、景観審議会や景観アドバイザーから意見を聴いた上

で、支障がないと認められた場合に限り、色彩基準を適用しないことができる。 

 

凡 例 

：まちなか景観
ゾーン、特定
施設届出地区 

：その他の景観
ゾーン 

：アクセント色 

（その他の景
観ゾーン） 
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■特定施設届出地区の景観形成基準 

事項 景観形成基準 

敷
地
の
緑
化 

●道路に面した部分には、高木を主体とした緑化に努める。更に施設の実状によって、中

木・低木・グランドカバー等の組合せによる修景緑化に努める。 

●駐車場は、高木による緑化を施し、緑陰駐車場になるよう努める。 

●建築物・工作物等の周りは、修景緑化に努める。 

●広告塔、広告板その他の工作物の根元周囲は、根締めとなる修景緑化に努める。 

●スペースがない場合には、ツタを使った緑化に努める。 

●敷地の周囲、柵・塀・擁壁等の前面の緑化に努める。 

そ
の
他 

●ポケットパークとなるようなスペースの確保に努める。 

●のぼり、ぼんぼり、広告網等については、出来るだけ行わないようにする。 

●道路前面における物品の集積は、乱雑とならないものとする。 

  



29 

６．マンセル表色系について 

 

 

このガイドラインでは、日本工業規格（ＪＩＳ）に定める色の表示方法である、「マンセル表色系」

を基礎としたカラーシステムによって色彩を表しています。 

「マンセル表色系」とは、ひとつの色を「色相（いろあい）」「明度（あかるさ）」「彩度（あざや

かさ）」という３つの属性の組みあわせによって表現したものです。 

なお、Ｎ（無彩色）とは、彩度が0の、白と黒との混合で得られる色（白と黒自体も含む）の総称

を指します。 

 

①色相 ②明度 ③彩度 

基本は赤（Ｒ）、黄

（Ｙ）、緑（Ｇ）、青

（Ｂ）、紫（Ｐ）と、中

間の５色、黄赤（Ｙ

Ｒ）、黄緑（ＧＹ）、青

緑（ＢＧ）、青紫（Ｐ

Ｂ）、赤紫（ＲＰ）の合

計10色で表し、その度

合いを表す数字を組み

合わせて用いる。 

 

色の「明る

さ」の度合

いを表し、

明るい色ほ

ど数値が大

きくなる。 

 

色の「鮮や

かさ」の度

合いを表

し、鮮やか

な色ほど数

値が大きく

なる。 

▲色の３属性 

 

 

マンセル値の読み方 

５Ｒ   ４ / １２（「５アール４の１２」と読む） 

①色相  ②明度  ③彩度 

 

 

※ ここに表現されている色は、印刷によるものであり、正確なマンセル値でないため、実際の色は

色票により確認して下さい。 

 

  

▲マンセル表色系のイメージ 
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■外壁の色彩基準 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

←

明
度 

彩度→ 

凡 例 

：まちなか景観ゾーン、特定施設届出地区 
：その他の景観ゾーン 
：アクセント色（その他の景観ゾーン） 



31 

5YR

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10YR

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5GY

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10GY

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5BG

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10BG

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5PB

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10PB

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5RP

N　 0.5 1 1.5 2 2.5 3 4 5 6 7 8 9 10 12 14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10RP

■外壁の色彩基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 
：まちなか景観ゾーン、特定施設届出地区 

：その他の景観ゾーン 
：アクセント色（その他の景観ゾーン） 
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